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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　前記撮像手段により得られた動画データを第１の記録媒体と第２の記録媒体とに記録す
る記録手段と、
　点灯部と、
　ユーザから、前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体の一方を選択するための選択指
示と記録開始の指示とを受ける受付手段と、
　前記選択指示による選択結果に応じて、前記点灯部を制御する制御手段とを備え、
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体が選択された場合、前記第１の記録媒体への動画
データの記録が停止され、且つ前記第２の記録媒体に動画データが記録されている状態に
おいて所定の状態とは異なる状態となり、前記第２の記録媒体への動画データの記録中に
おける前記第１の記録媒体への記録開始の指示に応じて前記所定の状態となるように前記
点灯部を制御し、前記第２の記録媒体が選択された場合、前記第２の記録媒体への動画デ
ータの記録が停止され、且つ前記第１の記録媒体に動画データが記録されている状態にお
いて前記所定の状態とは異なる状態となり、前記第１の記録媒体への動画データの記録中
における前記第２の記録媒体への前記記録開始の指示に応じて前記所定の状態となるよう
に前記点灯部を制御することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体への前記動画データの記録
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が共に停止されている状態において前記所定の状態とは異なる状態となるように前記点灯
部を制御することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　前記所定の状態は点灯状態であり、前記所定の状態とは異なる状態は消灯状態であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体が選択された場合、前記第１の記録媒体への動画
データの記録が停止され、且つ前記第２の記録媒体に動画データが記録されている状態に
おいて前記所定の状態とは異なる第１の状態となるように前記点灯部を制御し、前記第２
の記録媒体が選択された場合、前記第２の記録媒体への動画データの記録が停止され、且
つ前記第１の記録媒体に動画データが記録されている状態において前記第１の状態となる
ように前記点灯部を制御することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体への前記動画データの記録
が共に停止されている状態において前記所定の状態とは異なる第２の状態となるように前
記点灯部を制御し、
　前記所定の状態は点灯状態であり、前記第１の状態は点滅状態であり、前記第２の状態
は消灯状態であることを特徴とする請求項４に記載の記録装置。
【請求項６】
　前記記録手段は、前記第１の記録媒体への動画データの記録を停止し、且つ前記第２の
記録媒体に動画データを記録している状態で、前記第１の記録媒体への動画データの記録
開始の指示に応じて、前記第２の記録媒体に動画データを記録しながら前記第１の記録媒
体に動画データを記録し、前記第２の記録媒体への動画データの記録を停止し、且つ前記
第１の記録媒体に動画データを記録している状態で、前記第２の記録媒体への動画データ
の記録開始の指示に応じて、前記第１の記録媒体に動画データを記録しながら前記第２の
記録媒体に動画データを記録することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項７】
　撮像手段と、
　前記撮像手段により得られた動画データを第１の記録媒体と第２の記録媒体とを含む複
数の記録媒体に記録する記録手段と、
　点灯部と、
　ユーザから、前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体の一方を選択するための選択指
示を受ける受付手段と、
　第１のモードと第２のモードとを有し、前記点灯部を制御する制御であって、前記第１
のモードにおいて、前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体の少なくとも一つに前記動
画データが記録されている場合に所定の状態となるように前記点灯部を制御し、前記第２
のモードにおいて、前記選択指示による選択結果に応じて、前記第１の記録媒体と前記第
２の記録媒体のうち前記選択指示により選択された記録媒体に前記動画データが記録され
ている場合に前記所定の状態となるように前記点灯部を制御する制御手段とを備えること
を特徴とする記録装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記第１のモードにおいて、前記第１の記録媒体に前記動画データが
記録され前記第２の記録媒体への前記動画データの記録が停止されている状態、前記第２
の記録媒体に前記動画データが記録され前記第１の記録媒体への前記動画データの記録が
停止されている状態、及び前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体に共に前記動画デー
タが記録されている状態、の何れにおいても前記所定の状態となるように前記点灯部を制
御し、前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体への前記動画データの記録が共に停止さ
れている状態において前記所定の状態とは異なる状態となるように前記点灯部を制御する
ことを特徴とする請求項７に記載の記録装置。
【請求項９】
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　前記制御手段は、前記第２のモードにおいて、前記選択された記録媒体と前記選択され
た記録媒体とは異なる他の記録媒体に共に前記動画データが記録されている状態、及び、
前記選択された記録媒体に前記動画データが記録され、且つ前記他の記録媒体への前記動
画データの記録が停止されている状態、の何れにおいても、前記所定の状態となるように
前記点灯部を制御し、前記他の記録媒体に前記動画データが記録され、且つ前記選択され
た記録媒体への前記動画データの記録が停止されている状態、及び、前記選択された記録
媒体と前記他の記録媒体への前記動画データの記録が共に停止されている状態、の何れに
おいても前記所定の状態とは異なる状態となるように前記点灯部を制御することを特徴と
する請求項７に記載の記録装置。
【請求項１０】
　前記点灯部は、被撮影者に対して前記記録装置による動画データの記録状態を知らせる
ための点灯部であることを特徴とする請求項１から９の何れか１項に記載の記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は記録装置に関し、特に、複数の記録媒体に動画を記録する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、動画像を撮影して記録媒体に記録する記録装置が知られている。これらの記録装
置では、撮影中であることを被写体に知らせるためのタリーランプを備えることが一般的
である（例えば、特許文献１参照）。
　また、複数の記録媒体に対して同時に動画を記録する構成も登場している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－９９９０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　複数の記録媒体の一方に対してバックアップ用の動画を記録しながら、他方の記録媒体
に対し、撮影者による記録開始、停止の指示に応じてメインの動画の記録を行う場合、バ
ックアップ用の記録が行われているため、タリーランプは常に点灯状態となる。
　この点灯状態からは、撮影者の意図している記録中（例えばメイン記録用途の記録媒体
への記録中）と、撮影者の意図しない記録中（例えばメイン記録用途の記録媒体への記録
停止中）の区別がつかない。そのため、被撮影者が撮影者の意図する記録中か否か正しく
把握することができないという課題があった。
【０００５】
　本発明では、上記課題を鑑み、撮影者の意図する記録中か否かを正しく通知することの
できる記録装置を提示することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施形態の一観点によれば、撮像手段と、前記撮像手段により得られた動画データを第
１の記録媒体と第２の記録媒体とに記録する記録手段と、点灯部と、ユーザから、前記第
１の記録媒体と前記第２の記録媒体の一方を選択するための選択指示と記録開始の指示と
を受ける受付手段と、前記選択指示による選択結果に応じて、前記点灯部を制御する制御
手段とを備え、前記制御手段は、前記第１の記録媒体が選択された場合、前記第１の記録
媒体への動画データの記録が停止され、且つ前記第２の記録媒体に動画データが記録され
ている状態において所定の状態とは異なる状態となり、前記第２の記録媒体への動画デー
タの記録中における前記第１の記録媒体への記録開始の指示に応じて前記所定の状態とな
るように前記点灯部を制御し、前記第２の記録媒体が選択された場合、前記第２の記録媒
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体への動画データの記録が停止され、且つ前記第１の記録媒体に動画データが記録されて
いる状態において前記所定の状態とは異なる状態となり、前記第１の記録媒体への動画デ
ータの記録中における前記第２の記録媒体への前記記録開始の指示に応じて前記所定の状
態となるように前記点灯部を制御することを特徴とする記録装置が提供される。
　実施形態の他の観点によれば、撮像手段と、前記撮像手段により得られた動画データを
第１の記録媒体と第２の記録媒体とを含む複数の記録媒体に記録する記録手段と、点灯部
と、ユーザから、前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体の一方を選択するための選択
指示を受ける受付手段と、第１のモードと第２のモードとを有し、前記点灯部を制御する
制御であって、前記第１のモードにおいて、前記第１の記録媒体と前記第２の記録媒体の
少なくとも一つに前記動画データが記録されている場合に所定の状態となるように前記点
灯部を制御し、前記第２のモードにおいて、前記選択指示による選択結果に応じて、前記
第１の記録媒体と前記第２の記録媒体のうち前記選択指示により選択された記録媒体に前
記動画データが記録されている場合に前記所定の状態となるように前記点灯部を制御する
制御手段とを備えることを特徴とする記録装置が提供される。
【発明の効果】
【０００７】
　以上説明したように、本発明によれば、メイン記録用途とバックアップ記録用途の記録
媒体に対して、非同期に画像データの記録開始と記録停止を行う手段を備えた記録装置に
おいて、撮影者の意図する記録中か否かを正しく通知することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る記録装置を適用した撮像装置のブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る記録状態の通知例を示す図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る記録状態の通知例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る記録状態の通知例を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る記録状態通知の制御動作のフローチャートを示す
図である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る記録状態の通知例を示す図である。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る記録状態の通知例を示す図である。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る記録状態の通知例を示す図である。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る記録状態通知の制御動作のフローチャートを示図
である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る記録状態通知の制御動作のフローチャートを示
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を、添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００１０】
＜第１の実施形態＞
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る記録装置を適用した撮像装置の例としてのビデ
オカメラの概略ブロック図を示す。
　まず、図１を参照して当該ビデオカメラ１００の構成を説明する。
　同図において、制御部１０１はマイクロコンピュータを有し、プログラムやメモリ１０
２の情報、操作制御部１０６からの情報などに従ってビデオカメラ１００の各部を制御す
る。メモリ１０２は、撮像部１０３により被写体像を撮像して得られた動画信号、及び符
号化された動画データを一時記憶する。また、メモリ１０２は、第１の記録媒体Ａ１１０
および第２の記録媒体Ｂ１１１における管理情報等の情報も記憶する。
【００１１】
　撮像部１０３は、動画データを入力する入力手段として機能し、被写体を撮影して動画
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データを出力する。信号処理部１０４は、記録時に撮像部１０３により得られた動画デー
タに所定の信号処理を施すと共に、ＭＰＥＧ方式に従って符号化する。また、信号処理部
１０４は、再生時には再生された動画データを復号する。
【００１２】
　操作部１０５は、電源スイッチ、撮影開始／停止の指示スイッチ、バックアップ記録開
始／停止の指示スイッチ、撮影モードと再生モードを切り替えるためのモードスイッチ備
える。また、再生モードにおけるインデックス種別を切り替えるためのインデックス切替
スイッチ、及びメニュー画面を操作するためのスイッチ、記録状態を通知する対象の記録
媒体を設定するスイッチ等も備える。スイッチは物理的なボタンやタッチパネルなどの表
示部１０７上に表示されるボタンやつまみでも良い。撮影開始／停止の指示スイッチは、
メイン記録媒体への記録開始／停止を指示するトリガーボタンなどでも良い。バックアッ
プ記録開始／停止の指示スイッチは、バックアップ記録媒体への記録開始／停止を指示す
るメニュー画面における有効／無効ボタンでも良いし、バックアップ記録媒体への記録開
始／停止を指示する機能を割り当てた物理的なボタンでも良い。操作制御部１０６は、操
作部１０５からの指示に応じて制御部１０１に操作情報を通知する。
【００１３】
　表示制御部１０８は、撮影時には撮像部１０３により得られた動画データに係る画像を
表示部１０７に表示し、再生時には再生動画データに係る画像を表示する。また、表示制
御部１０８は、メニュー画面および各スイッチによる設定等の各種の情報を表示部１０７
に表示する。
【００１４】
　記録媒体制御部１０９は、記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１１１に動画データを記
録し、また、記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１１１から動画データを再生する。各記
録媒体Ａ１１０およびＢ１１１は、フラッシュメモリカード等のランダムアクセス可能な
記録媒体である。記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１１１は、不図示の装着排出機構に
よりビデオカメラ１００に着脱自在である。記録媒体制御部１０９は、ＦＡＴファイルシ
ステム等の公知のファイルシステムに従い、記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１１１に
記録する各種のデータをファイルとして管理する。
【００１５】
　記録状態通知部１２１は、タリーランプやタリーライトと呼ばれ、ビデオカメラ１００
の本体に配設されるLEDなどで構成される。記録状態通知部１２１は、記録媒体Ａ１１０
および記録媒体Ｂ１１１の記録状態に対応じて点灯（第１の通知状態）/消灯(第２の通知
状態)/点滅(第３の通知状態)を行い、撮影者や被撮影者に記録状態を通知する。
　データバス１１２は、各部の間でデータやコマンドを送受信する。
【００１６】
　次に、ビデオカメラ１００の基本機能を説明する。
　まず、モードスイッチを撮影モードにした状態で起動した時の動作を説明する。モード
スイッチを撮影モードにした状態で操作部１０５により電源が投入されると、撮像部１０
３により得られた動画データは、データバス１１２を介して表示制御部１０８に出力され
る。撮像部１０３は、指定の単位時間あたりのフレーム数により動画データを出力し、表
示制御部１０８は、撮像部１０３からの動画データに係る動画像を表示部１０７に表示す
る。この段階で、ビデオカメラ１００は、記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１１１に動
画データが記録されない記録停止状態にある。
【００１７】
　次に撮影モードでの記録開始、記録媒体追加、記録媒体削減、記録停止の各動作を説明
する。本ビデオカメラ１００には記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１の２つの記録媒体
が装着可能である。また、本ビデオカメラ１００は、それぞれの記録媒体に対して、別々
に記録開始と記録停止を指示することが出来る構成となっている。
【００１８】
　記録開始動作とは、どの記録媒体にも動画データを記録していない状態から１つ以上の
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記録媒体に動画データを記録する状態へ遷移する動作である。記録媒体追加動作とは、１
つの記録媒体へ動画データを記録する状態から２つの記録媒体へ動画データを記録する状
態へ遷移する動作であり、追加対象の記録媒体に対する記録開始動作となる。記録媒体削
減動作とは、２つの記録媒体へ動画データを記録する状態から１つの記録媒体へ動画デー
タを記録する状態へ遷移する動作であり、削減対象の記録媒体に対する記録停止動作とな
る。記録停止動作とは、１つ以上の記録媒体へ動画データを記録する状態からどの記録媒
体にも動画データを記録していない状態へ遷移する動作である。
【００１９】
　通常記録モード（第１の記録モード）での記録開始動作を説明する。ユーザは、記録停
止状態において、操作部１０５を操作することにより、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１
１１のうちの何れかを、通常記録モードにおける記録先の記録媒体として選択する。記録
停止状態で、操作部１０５により記録開始の指示があると、撮像部１０３から出力された
動画データがメモリ１０２に送られ、一時記憶される。メモリ１０２に記憶された動画デ
ータは、信号処理部１０４における符号化処理に適した順序で読み出される。信号処理部
１０４は、ＭＰＥＧ方式に従ってメモリ１０２から読み出した動画データを符号化し、再
度、符号化動画データをメモリ１０２に記憶する。制御部１０１は、各種の制御情報など
をメモリ１０２に記憶し、符号化動画データに多重する。これによりストリームデータが
生成される。記録媒体制御部１０９は、メモリ１０２に所定量のストリームデータが蓄積
されると、メモリ１０２からそのストリームデータを読み出し、前記の様に通常記録モー
ドにおける記録先として選択されている記録媒体Ａ１１０または記録媒体Ｂ１１１の一方
に記録する。これ以降、記録媒体追加の指示、記録媒体削減の指示、記録停止の指示のい
ずれかがあるまで、同様の処理を継続する。
【００２０】
　記録媒体追加の動作を説明する。記録媒体Ａ１１０または記録媒体Ｂ１１１の一方へ動
画データを記録している状態で、操作部１０５により記録していない記録媒体への記録媒
体追加の指示がされた場合を考える。この場合は、既にストリームデータの生成およびメ
モリ１０２への蓄積が継続されている状態であるため、メモリ１０２からそのストリーム
データを読み出して２つの記録媒体に記録する。また、ストリームデータの作成とメモリ
１０２への蓄積は継続して行う。これ以降、記録媒体削減の指示、記録停止の指示のいず
れかがあるまで、同様の処理を継続する。例えば、記録媒体Ａ１１０への動画データの記
録中に、記録媒体追加の指示があった場合、制御部１０１により、記録媒体Ｂ１１１への
動画データの記録が開始される。即ち、制御部１０１は、記録媒体制御部１０９に対し、
記録媒体追加の指示に応じて、記録媒体Ｂ１１１に対し、動画データの記録を開始するよ
うに指示する。
【００２１】
　記録媒体削減の動作を説明する。２つの記録媒体へ動画データを記録している状態で、
操作部１０５により記録媒体削減の指示があると、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１
のうちの何れか一方の記録媒体への記録を停止する。ここでは、記録媒体削減の指示に応
じて、通常記録モードでの記録先として選択されていない方の記録媒体に対する動画デー
タの記録が停止されるものとする。また、ストリームデータの作成とメモリ１０２への蓄
積、他方の記録媒体への記録は継続する。これ以降、記録媒体追加の指示、記録停止の指
示のいずれかがあるまで、同様の処理を継続する。例えば、通常記録モードにおける記録
先として、記録媒体Ａ１１０が選択されていた場合、制御部１０１は、記録媒体削減指示
に応じて、記録媒体Ｂ１１１への動画データの記録を停止するように、記録媒体制御部１
０９に指示する。記録媒体制御部１０９は、記録媒体Ｂ１１１への動画データの記録を停
止する。また、記録媒体制御部１０９は、記録媒体Ａ１１０への動画データの記録を継続
する。
【００２２】
　記録停止動作を説明する。制御部１０１は、操作部１０５により記録停止の指示がある
と、全ての記録媒体に対する動画データの記録を停止する。また、ストリームデータの作
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成とメモリ１０２への蓄積も停止する。例えば、二つの記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１
１１に対して同時に動画データを記録しておるときに、記録停止の指示があった場合、制
御部１０１は、記録媒体１０９に対し、各記録媒体への動画データの記録を停止するよう
に指示する。記録媒体制御部１０９は、記録停止の指示に応じて、各記録媒体に対する動
画データの記録を停止する。
　なお、本実施例では、記録媒体毎の記録開始の指示から記録停止の指示までの間に各記
録媒体に記録された一連のシーンのデータを、一つの動画データとして管理する。
【００２３】
　次に撮影モードにおけるバックアップ記録モード（第２の記録モード）の設定時の動作
を説明する。バックアップ記録モードでは、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１の一方
、を使用者の所望の動画データを記録するために使用し（メイン用途）、他方をバックア
ップ用に使用する（バックアップ用途）。ユーザは、記録停止状態において操作部１０５
を操作することにより、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のうちの一方を、バックア
ップ記録モードにおけるメイン用途の記録媒体として指定することができる。以下の説明
では、記録媒体Ａ１１０がメイン用途として設定され、記録媒体Ｂ１１１がバックアップ
用途として設定されているものとする。
【００２４】
　ユーザが操作部１０５によりバックアップ記録モードを有効に設定すると、制御部１０
１は、記録媒体Ａ１１０の記録状態にかかわらず、バックアップ用途として設定された記
録媒体Ｂ１１１への動画データの記録を開始する。さらに、ユーザが操作部１０５により
バックアップ記録モードを無効に設定すると、記録媒体Ａ１１０の記録状態にかかわらず
、記録媒体Ｂ１１１への動画データの記録を停止する。つまり、バックアップ記録モード
を有効にすることは、記録媒体Ｂ１１１への記録開始指示と同じであり、バックアップ記
録モードを無効にすることは、記録媒体Ｂ１１１への記録停止指示と同じである。従って
、バックアップ記録モードが有効に設定されてから、バックアップ記録モードが無効に設
定されるまでの間、バックアップ用途の記録媒体に対して継続して動画データが記録され
る。
　また、バックアップ記録モードにおける動画データの記録中に、ユーザによりメイン記
録媒体への記録開始が指示された場合、制御部１０１は、メイン記録媒体に対し動画デー
タの記録を開始するように記録媒体制御部１０９に指示する。また、バックアップ記録モ
ードにおける動画データの記録中に、ユーザによりメイン記録媒体への記録停止が指示さ
れた場合、制御部１０１は、メイン記録媒体に対する動画データの記録を停止するように
記録媒体制御部１０９に指示する。
　このように、バックアップ記録モードにおけるバックアップ記録媒体への動画データの
記録中に、メイン記録媒体への記録開始が指示された場合、メイン記録媒体とバックアッ
プ記録媒体とに対し、同じ動画データが同時に記録される。
【００２５】
　記録媒体Ａ１１０への記録開始／停止指示と記録媒体Ｂ１１１への記録開始／停止指示
（バックアップモード記録有効／無効）は同時に設定することも、別々に設定することも
可能である。
【００２６】
　次に、記録状態通知の対象にする記録媒体を設定したときの動作を説明する。ユーザは
、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のどちらの記録状態を通知するかを操作部１０５
を操作することにより設定できる。この設定の情報は、制御部１０１によるメモリ１０２
に記憶され、記録状態通知部１２１の制御動作などにおいて参照される。記録媒体Ａ１１
０を記録状態通知の対象とした場合、制御部１０１は、記録媒体Ｂ１１１の記録状態にか
かわらず、記録媒体Ａ１１０が記録中状態の場合は記録状態通知部１２１を点灯状態とし
、記録媒体Ａ１１０が記録停止状態の場合は消灯状態とする。また、記録媒体Ｂ１１１を
記録状態通知の対象とした場合、記録媒体Ａ１１０の記録状態にかかわらず、記録状態通
知部１２１を点灯状態とし、記録媒体Ｂ１１１が記録停止状態の場合は消灯状態とする。
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さらに、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１の両方を記録状態通知の対象とした場合、
記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のいずれか１つまたは両方が記録中状態の場合に記
録状態通知部１２１を点灯させる。記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１の両方が記録停
止状態の場合には、記録状態通知部１２１を消灯させる。
【００２７】
　記録状態通知部１２１の動作例について、図２、図３、図４を用いて説明する。いずれ
も記録媒体Ａ１１０を記録状態通知の対象とした場合の例として説明する。
【００２８】
　図２－図４は、通知対象として記録媒体Ａ１１０が設定されている場合の例を示す。
【００２９】
　２０１から２０６は、各タイミングで記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１１１に記録
開始指示および記録停止指示を行うことを示す。２１１から２１３は記録媒体Ａ１１０に
記録された動画データを、２２１は記録媒体Ｂ１１１に記録された動画データを示す。２
３０から２３５は記録状態通知部１２１の通知状態を示し、H(High)側を点灯状態、L(LOW
)側を消灯状態とする。
【００３０】
　まず、２０１のタイミングでは記録媒体Ａ１１０も記録媒体Ｂ１１１も記録停止状態の
ため、記録状態通知部１２１は消灯状態である。２０２のタイミングで記録媒体Ｂ１１１
への記録を開始させる。また、通知対象に設定されている記録媒体Ａ１１０は記録停止状
態であるため、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を消灯状態のままとする。２０３
のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録開始指示が出されたため、制御部１０１は、記
録媒体Ａ１１０への動画データの記録を開始させ、記録状態通知部１２１を点灯状態とす
る。２０４のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録停止指示が出されたため、制御部１
０１は、記録状態通知部１２１を消灯状態とする。２０５のタイミングで再度記録媒体Ａ
１１０への記録開始指示が出されたため、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を点灯
状態とする。これらの制御を継続して行い、２０６のタイミングでは記録媒体Ｂ１１１へ
の記録を停止させる。記録媒体Ａ１１０は依然記録停止状態であるため、制御部１０１は
、記録状態通知部１２１を消灯状態とする。これらの制御により、記録状態通知部１２１
は、２３１、２３２、２３４、２３５などの区間で消灯状態となり、２３３などの区間で
点灯状態となる。
【００３１】
　図３では、３０１から３０３は、各タイミングで記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１
１１に記録開始指示および記録停止指示を行うことを示す。３１１から３１３は記録媒体
Ａ１１０に記録された動画データを、３２１は記録媒体Ｂ１１１に記録された動画データ
を示す。３３０から３３３は記録状態通知部１２１の通知状態を示し、H(High)側を点灯
状態、L(LOW)側を消灯状態とする。
【００３２】
　まず、３０１のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録開始指示が出され、通常記録モ
ードによる記録媒体Ａ１１０への記録が行われる。そのため、制御部１０１は、記録状態
通知部１２１を点灯状態とする。３０２のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録停止指
示が出されたため、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を消灯状態とする。また、３
０３のタイミングでバックアップ記録開始が指示され、制御部１０１は、バックアップ記
録モードによる記録媒体Ｂ１１１への動画データの記録を開始する。また、バックアップ
記録モードにおいて通知対象に設定されている記録媒体Ａ１１０は記録停止状態であるた
め、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を消灯状態のままとする。これらの制御によ
り、記録状態通知部１２１は、３３２、３３３などの区間で消灯状態となり、３３１など
の区間で点灯状態となる。
【００３３】
　図４では、４０１から４０６は、各タイミングで記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１
１１に記録開始指示および記録停止指示を行うことを示す。４１１から４１３は記録媒体
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Ａ１１０に記録された動画データを、４２１は記録媒体Ｂ１１１に記録された動画データ
を示す。４３０から４３６は記録状態通知部１２１の制御について示し、H(High)側を点
灯状態、L(LOW)側を消灯状態とする。
【００３４】
　まず、４０１のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録開始指示が出されたため、制御
部１０１は、記録媒体Ａ１１０への動画データの記録を開始させる。そのため、制御部１
０１は、記録状態通知部１２１を点灯状態とする。４０２のタイミングで記録媒体Ｂ１１
１への記録開始が指示され、制御部１０１は、記録媒体Ｂ１１１への動画データの記録を
開始させる。また、４０２のタイミングにおいては、通知対象に設定されている記録媒体
Ａ１１０は記録状態であるため、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を点灯状態とす
る。４０３のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録停止指示が出されたため、制御部１
０１は、記録媒体Ａ１１０への動画データの記録を停止させ、記録状態通知部１２１を消
灯状態とする。４０４のタイミングで再度記録媒体Ａ１１０への記録開始指示が出された
ため、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を点灯状態とする。４０５のタイミングで
記録媒体Ｂ１１１への記録の停止が指示され、制御部１０１は、記録媒体Ｂ１１１への動
画データの記録を停止させる。また、記録媒体Ａ１１０は記録状態であるため、制御部１
０１は、記録状態通知部１２１を点灯状態のままとする。４０６のタイミングで記録媒体
Ａ１１０への記録停止指示が出されたため、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を消
灯状態とする。これらの制御により、記録状態通知部１２１は、４３３、４３６などの区
間で消灯状態となり、４３１、４３２、４３４、４３５などの区間で点灯状態となる。
【００３５】
　次に、図５に示すフローチャートを用いて、記録モードにおける記録状態通知部１２１
の制御動作を説明する。なお、図６の処理は、制御部１０１が各部を制御することにより
実行される。
【００３６】
　次に、図５のフローチャート５００による動作を説明する。
　フローチャート５００は記録状態通知部１２１の制御動作を示しており、記録状態の通
知を行う設定の場合に定期的に実行される。記録状態の通知を行わない設定、例えばタリ
ーランプＯＦＦ設定の場合は実行されない。
【００３７】
　まず、制御部１０１は記録状態を通知する対象の記録媒体を判定する（Ｓ５０１）。こ
の判定は、メモリ１０２に記憶されている通知対象の設定情報を参照することで行なうこ
とが可能である。制御部１０１は、対象が記録媒体Ａ１１０のみの場合にはＳ５０２に進
み、そうでない場合はＳ５０５に進み。対象が記録媒体Ａ１１０のみの場合、制御部１０
１は、記録媒体制御部１０９より記録媒体Ａ１１０の状態を検出し、記録媒体が記録中で
あるかどうかを判定する（Ｓ５０２）。判定の結果、記録媒体Ａ１１０が記録中である場
合、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を点灯させる（Ｓ５０３）。また、記録媒体
Ａ１１０が記録中でない場合、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を消灯させる（Ｓ
５０４）。Ｓ５０５では、制御部１０１は記録状態を通知する対象の記録媒体を判定する
。対象が記録媒体Ｂ１１１のみの場合にはＳ５０６に進み、そうでない場合にはＳ５０９
に進み。対象が記録媒体Ｂ１１１のみの場合、制御部１０１は、記録媒体制御部１０９よ
り記録媒体Ｂ１１１の状態を検出し、記録媒体Ｂ１１１が記録中であるかどうかを判定す
る（Ｓ５０６）。記録媒体Ｂ１１１が記録中である場合、制御部１０１は、記録状態通知
部１２１を点灯させる（Ｓ５０７）。記録媒体Ｂ１１１が記録中でない場合、制御部１０
１は、記録状態通知部１２１を消灯させる（Ｓ５０８）。Ｓ５０９では、記録状態を通知
する対象の記録媒体が記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１１１の両方であるとして動作
する。記録媒体制御部１０９を通じて記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１の状態を取得
し、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のいずれか１つまたは両方が記録中であるかど
うかを判定する（Ｓ５０９）。記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のいずれか１つまた
は両方が記録中である場合に、記録状態通知部１２１を点灯させる（Ｓ５１０）。記録媒
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体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１がいずれも記録中でない場合には、記録状態通知部１２１
を消灯させる（Ｓ５１１）。以上でフローチャート５００の説明を終える。
【００３８】
　この様に本実施例では、二つの記録媒体のうちの一方、或いは、両方を記録状態の通知
対象としてユーザが設定できる構成とした。そのため、例えば、一方の記録媒体をメイン
用途としてその記録の開始と停止を指示し、他方の記録媒体をバックアップ用途としてそ
の記録の開始と停止を指示して記録を行なう際に、記録媒体の記録状態に応じた記録状態
通知部の制御が可能となる。具体的には、例えばメイン記録媒体が通知対象の場合は、そ
の記録中に記録状態通知部を点灯し、メイン記録媒体の記録停止中に記録状態通知部を消
灯する。これにより、メイン記録媒体の記録中、つまり撮影者の意図する記録中であるこ
とを被撮影者に正しく通知することができる。
【００３９】
　なお、本実施形態では、通知対象を複数の記録媒体から選択的に設定可能なので、メイ
ンかバックアップどちらの記録媒体の記録状態の通知であるかを視認できることも有益で
ある。そこで、例えば記録状態通知部１２１を発光ダイオードなどの発光素子を使用して
構成した場合、設定されている通知対象の記録媒体に応じて発光の色を切り替えるよう構
成してもよい。また、通知対象の記録媒体の設定を表示部１０７に表示して撮影者が視認
できるようにしてもよい。
【００４０】
　＜第１の実施形態の変形例＞
　第１の実施形態の動作の変形例を説明する。第１の実施形態では、例えば通知対象が記
録媒体Ａ１１０である時にその記録が停止されている時は、記録媒体Ｂ１１１が記録中で
あっても記録状態通知部１２１を消灯していた。これに対し、本変形例では、通知対象の
記録媒体Ａ１１０の記録が停止されていても、記録媒体Ｂ１１１の記録が行なわれていれ
ば記録状態通知部１２１を点滅させる。以下、本変形例を、添付の図を参照して説明する
。
【００４１】
　なお、本変形例の記録装置を適用したビデオカメラの概略構成は、第１の実施形態(図
１)と同様であるため、ここでの説明を省略する。また、メイン用途である記録媒体Ａ１
１０における記録停止状態と記録中状態、バックアップ用途である記録媒体Ｂ１１１にお
ける記録停止状態と記録中状態の動作は図４のフローチャート４００、４１０、４２０、
４３０と同様であるため、その説明も省略する。
【００４２】
　まず、記録状態通知の対象とする記録媒体を設定した時の、本変形例における通知動作
を説明する。
【００４３】
　記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のどちらの記録状態を優先的に通知するかを、操
作部１０５を操作することによりユーザーが設定できる。この設定の情報は、制御部１０
１によるメモリ１０２に記憶され、記録状態通知部１２１の制御動作などにおいて参照さ
れる。記録媒体Ａ１１０を優先的な記録状態の通知対象と設定した場合は、記録媒体Ａ１
１０が記録中の状態にある場合に記録状態通知部１２１の点灯を行い、記録媒体Ａ１１０
が記録停止状態にある時は、記録媒体Ｂ１１１が記録中の状態にあれば点滅を行う。記録
媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１の両方がともに記録停止の状態の場合は消灯を行う。一
方、記録媒体Ｂ１１１を優先的な記録状態の通知対象と設定した場合は、記録媒体Ｂ１１
１が記録中状態にある場合に記録状態通知部１２１の点灯を行い、記録媒体Ｂ１１１が記
録停止状態の時は、記録媒体Ａ１１０が記録中の状態にあれば点滅を行う。記録媒体Ａ１
１０と記録媒体Ｂ１１１の両方がともに記録停止状態にある場合は消灯を行う。さらに、
記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１の両方を優先的な記録状態の通知対象と設定した場
合は、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のいずれか１つまたは両方が記録中状態にあ
る場合に記録状態通知部１２１を点灯させる。記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１の両
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方が記録停止状態にある場合は、記録状態通知部１２１を消灯させる。
【００４４】
　記録状態通知部１２１の動作例を、図６、図７、図８を用いて説明する。いずれも記録
媒体Ａ１１０を優先的な記録状態通知の対象とした場合の例として説明する。
【００４５】
　図６において、６０１から６０６は、各タイミングで記録媒体Ａ１１０および記録媒体
Ｂ１１１に記録開始指示および記録停止指示を行うことを示す。６１１から６１３は記録
媒体Ａ１１０に記録された動画データを、７２１は記録媒体Ｂ１１１に記録された動画デ
ータを示す。６３０から６３５は記録状態通知部１２１の通知状態を示し、H(High)側を
点灯状態、L(LOW)側を消灯状態、H側とL側を短時間に繰り返す状態を点滅状態（例えば６
３２）とする。
【００４６】
　まず、６０１のタイミングでは記録媒体Ａ１１０も記録媒体Ｂ１１１も記録停止状態の
ため、記録状態通知部１２１は消灯状態である。６０２のタイミングで記録媒体Ｂ１１１
への記録開始指示が出されるが、記録媒体Ａ１１０は記録停止状態であるため、記録状態
通知部１２１は点滅状態となる。６０３のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録開始指
示が出されたため、記録状態通知部１２１を点灯状態とする。６０４のタイミングで記録
媒体Ａ１１０への記録停止指示が出されたため、記録状態通知部１２１を点滅状態とする
。６０５のタイミングで再度記録媒体Ａ１１０への記録開始指示が出されたため、記録状
態通知部１２１を点灯状態とする。これらの制御を継続して行い、６０６のタイミングで
は記録媒体Ｂ１１１への記録停止指示が出され、記録媒体Ａ１１０は記録停止状態である
ため、記録状態通知部１２１を消灯状態とする。これらの制御により、記録状態通知部１
２１は、６３１、６３５の区間で消灯状態、６３３などの区間で点灯状態、６３２、６３
４などの区間で点滅状態となる。
【００４７】
　図７において、７０１から７０３は、各タイミングで記録媒体Ａ１１０および記録媒体
Ｂ１１１に記録開始指示および記録停止指示を行うことを示す。７１１から７１３は記録
媒体Ａ１１０に記録された動画データを、７２１は記録媒体Ｂ１１１に記録された動画デ
ータを示す。７３０から７３３は記録状態通知部１２１の通知状態を示し、H(High)側を
点灯状態、L(LOW)側を消灯状態、H側とL側を短時間に繰り返す状態を点滅状態（例えば７
３３）とする。
【００４８】
　まず、７０１のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録開始指示が出されたため、記録
媒体Ｂ１１１は記録停止状態であるが、記録状態通知部１２１を点灯状態とする。７０２
のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録停止指示が出されたため、記録状態通知部１２
１を消灯状態とする。７０３のタイミングで記録媒体Ｂ１１１への記録開始指示が出され
るが、記録媒体Ａ１１０が記録停止状態であるため、記録状態通知部１２１は点滅状態と
する。これらの制御により、記録状態通知部１２１は、７３２などの区間で消灯状態、７
３１などの区間で点灯状態、７３３などの区間で点滅状態となる。
【００４９】
　図８において、８０１から８０６は、各タイミングで記録媒体Ａ１１０および記録媒体
Ｂ１１１に記録開始指示および記録停止指示を行うことを示す。８１１から８１３は記録
媒体Ａ１１０に記録された動画データを、８２１は記録媒体Ｂ１１１に記録された動画デ
ータを示す。８３０から８３６は記録状態通知部１２１の通知状態を示し、H(High)側を
点灯状態、L(LOW)側を消灯状態、H側とL側を短時間に行き来する状態を点滅状態（例えば
８３３）とする。
【００５０】
　まず、８０１のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録開始指示が出されたため、記録
媒体Ｂ１１１は記録停止状態であるが、記録状態通知部１２１を点灯状態とする。８０２
のタイミングで記録媒体Ｂ１１１への記録開始指示が出され、もとから記録媒体Ａ１１０
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は記録状態であるため、記録状態通知部１２１は点灯状態のままである。８０３のタイミ
ングで記録媒体Ａ１１０への記録停止指示が出されたため、記録状態通知部１２１を点滅
状態とする。８０４のタイミングで再度記録媒体Ａ１１０への記録開始指示が出されたた
め、記録状態通知部１２１を点灯状態とする。８０５のタイミングで記録媒体Ｂ１１１へ
の記録停止指示が出されるが、記録媒体Ａ１１０は記録状態であるため、記録状態通知部
１２１は点灯状態のままである。８０６のタイミングで記録媒体Ａ１１０への記録停止指
示が出されたため、記録状態通知部１２１を消灯状態とする。これらの制御により、記録
状態通知部１２１は、８３６などの区間で消灯状態、８３１、８３２、８３４、８３５な
どの区間で点灯状態、８３３などの区間で点滅状態となる。
【００５１】
　図９は、記録状態通知部１２１の制御動作のフローチャートを示す。図９のフローチャ
ートによる動作は、制御部１０１が各部を制御することにより実行される。
【００５２】
　フローチャート９００は記録状態通知部１２１の制御動作を示しており、記録状態の通
知を行う設定の場合に定期的に実行される。記録状態の通知を行わない設定、例えばタリ
ーランプＯＦＦ設定の場合は実行されない。
【００５３】
　まず、制御部１０１は優先的に記録状態を通知する対象の記録媒体を判定する（Ｓ９０
１）。この判定は、メモリ１０２に記憶されている通知対象の設定情報を参照することで
行なうことが可能である。対象が記録媒体Ａ１１０のみの場合にはＳ９０２を、そうでな
い場合はＳ９０７を行う。対象が記録媒体Ａ１１０のみの場合に、記録媒体制御部１０９
を通じて記録媒体Ａ１１０の状態を取得し、記録媒体Ａ１１０が記録中であるかどうかを
判定する（Ｓ９０２）。記録媒体Ａ１１０が記録中である場合に、記録状態通知部１２１
を点灯させる（Ｓ９０３）。記録媒体Ａ１１０が記録中でない場合には、記録媒体制御部
１０９を通じて記録媒体Ｂ１１１の状態を取得し、記録媒体Ｂ１１１が記録中であるかど
うかを判定する（Ｓ９０４）。記録媒体Ｂ１１１が記録中である場合には、記録状態通知
部１２１を点滅させる（Ｓ９０５）。記録媒体Ｂ１１１が記録中でない場合には、記録状
態通知部１２１を消灯させる（Ｓ９０６）。Ｓ９０７では、制御部１０１は優先的に記録
状態を通知する対象の記録媒体を判定する。対象が記録媒体Ｂ１１１のみの場合にはＳ９
０８を、そうでない場合にはＳ９１３を行う。対象が記録媒体Ｂ１１１のみの場合に、記
録媒体制御部１０９を通じて記録媒体Ｂ１１１の状態を取得し、記録媒体Ｂ１１１が記録
中であるかどうかを判定する（Ｓ９０８）。記録媒体Ｂ１１１が記録中である場合に、記
録状態通知部１２１を点灯させる（Ｓ９０９）。記録媒体Ｂ１１１が記録中でない場合に
、記録媒体制御部１０９を通じて記録媒体Ａ１１０の状態を取得し、記録媒体Ａ１１０が
記録中であるかどうかを判定する（Ｓ９１０）。記録媒体Ａ１１０が記録中である場合に
、記録状態通知部１２１を点滅させる（Ｓ９１１）。記録媒体Ａ１１０が記録中でない場
合には、記録状態通知部１２１を消灯させる（Ｓ９１２）。Ｓ９１３では、優先的に記録
状態を通知する対象の記録媒体が記録媒体Ａ１１０および記録媒体Ｂ１１１の両方である
として動作する。記録媒体制御部１０９を通じて記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１の
状態を取得し、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のいずれか１つまたは両方が記録中
であるかどうかを判定する（Ｓ９１３）。記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のいずれ
か１つまたは両方が記録中である場合に、記録状態通知部１２１を点灯させる（Ｓ９１４
）。記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１がいずれも記録中でない場合に、記録状態通知
部１２１を消灯させる（Ｓ９１５）。以上でフローチャート９００の説明を終える。
【００５４】
　この様に本変形例でも、一方の記録媒体をメイン用途としてその記録の開始と停止を指
示し、他方の記録媒体をバックアップ用途としてその記録の開始と停止を指示して記録を
行なう際に、記録媒体の記録状態に応じて記録状態通知部の制御が可能となる。例えば、
メイン記録媒体が通知対象の場合は、その記録中に記録状態通知部を点灯し、メイン記録
媒体の記録停止中かつバックアップ記録媒体の記録中に記録状態通知部を点滅、メイン記
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録媒体の記録停止中かつバックアップ記録媒体の記録停止中に消灯する。これにより、メ
イン記録媒体の記録中、つまり撮影者の意図する記録中であることを被撮影者に正しく通
知することができ、さらにバックアップ記録媒体の記録中、つまり撮影者の意図しない記
録中であることを被撮影者に正しく通知することができる。
【００５５】
　なお、本変形例においても第１の実施形態と同様に、記録状態通知部１２１を発光素子
を使用した構成において、通知対象の設定に応じて発光色を切り替える構成にしてもよい
し、通知対象の設定を表示部１０７に表示して撮影者が視認できるようにしてもよい。
【００５６】
＜第２の実施形態＞
　第１の実施形態では、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のうち、記録状態を通知す
る対象をユーザの設定により決めていた。本実施形態では、通常記録モードでは、少なく
とも一方の記録媒体が記録状態である場合に記録状態通知部１２１を点灯状態とし、何れ
の記録媒体も記録状態ではない場合に消灯状態とする。また、バックアップ記録中は、メ
イン用途として設定された記録媒体への記録状態である場合に記録状態通知部１２１を点
灯状態とし、メイン用途として設定された記録媒体への記録停止状態である場合に消灯状
態とする。
【００５７】
　本実施形態におけるビデオカメラ１００の基本的な構成並びに記録動作は第１の実施形
態と同様である。なお、通常記録モードとバックアップ記録モードの設定は、通知対象の
記録媒体の設定と同様に、ユーザによる操作部１０５の操作に基づいて制御部１０１が設
定する。以下、本実施形態における記録状態通知部１２１の制御について説明する。
【００５８】
　制御部１０１は、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ１１１のうち、バックアップ記録モー
ドにおいて、ユーザによりメイン用途として設定されている記録媒体を、記録状態の通知
対象として決定する。また、制御部１０１は、通常記録モードでは、記録媒体Ａ１１０と
記録媒体Ｂ１１１のうち、少なくとも一方に対して動画データを記録している場合には、
記録状態通知部１２１を点灯状態とし、何れの記録媒体にも動画データを記録していない
場合には、消灯状態とする。
【００５９】
　図１０（ａ）は、本実施形態における記録状態通知部１２１の制御動作を示すフローチ
ャートである。なお、図１０（ａ）の動作は、制御部１０１により所定のタイミングで繰
り返し実行される。
【００６０】
　図１０（ａ）において、制御部１０１は、現在ビデオカメラ１００がバックアップ記録
モードに設定されているか否かを判別する（Ｓ１００１）。バックアップ記録モードでな
い場合、制御部１０１は、記録媒体制御部１０９により、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ
１１１のうち、何れかの記録媒体に対して動画データを記録しているか否かを検出する（
Ｓ１００２）。何れかの記録媒体に動画データを記録している場合、制御部１０１は、記
録状態通知部１２１を点灯状態とする（Ｓ１００３）。一方、何れの記録媒体にも動画デ
ータを記録していない場合、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を消灯状態とする（
Ｓ１００４）。
【００６１】
　また、Ｓ１００１において、バックアップ記録中であると判別された場合、制御部１０
１は、記録媒体制御部１０９により、メイン用途に設定された記録媒体に対する動画デー
タの記録中であるか否かを判別する（Ｓ１００５）。メインの記録媒体に対する動画デー
タの記録中であった場合、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を点灯状態とする（Ｓ
１００６）。一方、メイン記録媒体が記録停止状態であり、バックアップ用途の記録媒体
に対してのみ動画データを記録している場合、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を
消灯状態とする（Ｓ１００７）。
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【００６２】
　このように、本実施形態では、通常の記録モードでは、いずれかの記録媒体が記録状態
である場合に、記録状態通知部１２１が点灯されるので、撮影者や被写体は記録中状態で
あることを容易に認識できる。
【００６３】
　また、バックアップ記録が開始された場合、メイン用途に設定された記録媒体への動画
データの記録中に記録状態通知部１２１が点灯され、そうでない場合には消灯される。そ
のため、バックアップ記録において、ユーザの操作に応じて記録開始、停止が制御される
メイン記録媒体の記録状態を、撮影者と被写体が容易に認識することが可能となる。
【００６４】
＜第２の実施形態の変形例＞
　本実施形態においても、第１の実施形態の変形例と同様に、一方の記録媒体が記録停止
状態で、他方の記録媒体が記録状態の場合に、記録状態通知部１２１を点滅させる構成と
する。
【００６５】
　図１０（ｂ）は、本実施形態における記録状態通知部１２１の制御動作を示すフローチ
ャートである。なお、図１０（ｂ）の動作は、制御部１０１により所定のタイミングで繰
り返し実行される。また、図１０（ｂ）において、図１０（ａ）と同様の処理は同一番号
を付加してある。
【００６６】
　図１０（ｂ）において、制御部１０１は、現在ビデオカメラ１００がバックアップ記録
モードに設定されているか否かを判別する（Ｓ１００１）。バックアップ記録モードでな
い場合、制御部１０１は、記録媒体制御部１０９により、記録媒体Ａ１１０と記録媒体Ｂ
１１１の両方に対して動画データを記録しているか否かを検出する（Ｓ１００８）。両方
の記録媒体に動画データを記録している場合、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を
点灯状態とする（Ｓ１００３）。両方の記録媒体に動画データを記録していない場合、制
御部１０１は、一方の記録媒体に動画データを記録しているか否かを判別する（Ｓ１００
９）。いずれかの記録媒体に動画データを記録している場合、制御部１０１は、記録状態
通知部１２１を点滅状態とする（Ｓ１０１１）。また、何れの記録媒体にも動画データを
記録していない場合、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を消灯状態とする（Ｓ１０
０４）。
【００６７】
　また、Ｓ１００１において、バックアップ記録中であると判別された場合、制御部１０
１は、記録媒体制御部１０９により、メイン用途に設定された記録媒体に対する動画デー
タの記録中であるか否かを判別する（Ｓ１００５）。メインの記録媒体に対する動画デー
タの記録中であった場合、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を点灯状態とする（Ｓ
１００６）。一方、メイン記録媒体が記録停止状態であり、バックアップ用途の記録媒体
に対してのみ動画データを記録している場合、制御部１０１は、記録状態通知部１２１を
点滅状態とする。
【００６８】
　また、第１の実施形態およびその変形例では、本発明の記録装置をビデオカメラ１００
で撮影した動画データの記録に提供した例を示したが、例えばマイクロフォンで収集した
音声データの録音など、他のタイプの情報データの記録装置に適用してもよい。
【００６９】
　＜他の実施形態＞
　上述の実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムを、記録媒体から直接、或
いは有線／無線通信を用いてプログラムを実行可能なコンピュータを有するシステム又は
装置に供給し、そのプログラムを実行する場合も本発明に含む。
　従って、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、該コンピュータに供給、
インストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発
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　その場合、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタによ
り実行されるプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等、プログラムの形態を問わ
ない。
【００７０】
　プログラムを格納および供給するための記録媒体としては、例えば、ハードディスク、
磁気テープ等の磁気記録媒体、光／光磁気記憶媒体、不揮発性の半導体メモリでもよい。
　また、プログラムの供給方法としては、コンピュータネットワーク上のサーバに本発明
を形成するコンピュータプログラムを記憶し、接続のあったクライアントコンピュータが
コンピュータプログラムをダウンロードしてプログラムするような方法も考えられる。
【００７１】
　以上、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述したが、本発明はこれら特定の実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発明に
含まれる。上述の実施形態の一部を適宜組み合わせてもよい。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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